
著
者
は
典
に
、
本
邦
の
特
産
品
水
域
が
、
組
織
緻
密
に
し
で
且
粘
撤
燦
な
る
他
の
脂
肪
に
見
ざ
る
特
徴
を
有
す
る
は
、
主
と
し
て
 
 

其
の
脂
肪
酸
中
に
、
藤
酸
列
の
高
級
二
撒
基
酸
が
布
衣
す
ろ
に
よ
ふ
と
い
は
れ
る
土
主
▼
而
も
て
英
の
二
酒
基
酸
の
紬
俄
に
就
て
は
、
 
 

僅
々
の
諭
が
あ
か
、
未
だ
決
定
せ
ら
れ
た
る
む
の
ノ
と
い
ふ
ペ
き
で
な
い
こ
と
を
記
す
研
が
あ
つ
た
。
（
本
誌
、
昭
和
十
三
年
、
第
十
 
 

≡
巻
、
六
八
頁
）
 

著
者
は
木
蝋
二
塊
基
酸
に
就
で
研
究
し
」
其
の
組
成
は
H
O
隼
C
人
C
詳
）
琶
C
①
柏
H
な
る
こ
と
を
決
定
す
る
に
薫
っ
た
が
へ
次
 
 

ま
に
其
の
腎
臓
の
概
暴
を
報
償
す
る
。
 
 

十
7
れ
ン
 
哀
感
土
塊
基
酸
を
分
離
す
る
に
使
用
せ
る
木
蝋
は
．
・
熊
本
市
1
絶
後
製
囁
株
式
禽
敢
響
…
、
金
印
坐
蝋
（
普
通
靡
き
噛
と
唱
ふ
）
 
 

忙
し
て
1
原
料
席
に
清
三
ケ
華
貯
蔵
せ
る
熊
本
願
天
軍
産
葡
萄
櫨
め
撃
一
議
字
面
療
養
北
郡
塵
伊
晋
埠
の
賓
七
劉
を
以
て
、
昭
和
十
 
 

享
年
十
二
月
鍵
盤
せ
る
、
核
油
牽
食
ま
ぎ
る
優
良
な
名
品
で
あ
る
。
其
の
勒
鮎
約
凶
八
；
T
l
由
九
去
虔
（
摘
氏
）
－
比
蛋
 
 

〇
．
－
∴
Å
五
六
九
で
あ
る
。
 

男
十
四
怨
鱒
一
号
班
 
 

木
蝋
二
総
基
酸
の
組
成
に
裁
て
 
 

椎
 
 
名
 
 
七
 
 

（
こ
五
入
）
 
六
六
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粗
製
〓
壇
基
酸
の
分
散
 
右
生
轍
に
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
、
ベ
ン
ブ
ー
ル
及
び
少
盈
の
硫
酸
を
加
へ
て
沸
騰
さ
せ
、
サ
ム
エ
ス
テ
 
 

ル
ン
ク
に
よ
り
木
蝋
脂
肪
酸
の
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
を
得
、
之
を
戚
益
蒸
溜
し
て
沸
都
南
呈
一
塊
基
酸
の
′
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
を
残
留
せ
 
 

し
め
た
。
紛
○
粍
、
沸
鮎
二
七
二
 
－
 
叫
七
五
度
（
柘
比
）
で
八
二
㍗
窄
溜
出
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
、
大
部
分
は
仙
七
三
度
で
溜
 
 

出
し
た
。
 
 
 

右
蒸
溜
餞
法
曹
酒
精
カ
リ
液
に
て
鹸
化
し
、
虞
に
稀
硫
酸
に
て
分
解
し
て
遊
離
脂
肪
酸
と
し
、
．
之
や
ゾ
ク
ネ
ヤ
ー
褒
檻
に
て
石
油
 
 

エ
ー
テ
ル
暫
以
で
魔
理
し
、
パ
ル
、
、
妄
ン
酸
の
類
を
抽
出
し
て
難
溶
性
の
二
親
基
願
を
覆
し
た
。
共
の
粗
製
の
も
の
の
融
鮎
は
約
ニ
 
 

○
囲
－
 
凧
b
七
度
を
示
′
し
、
・
礫
返
ル
満
潮
立
－
テ
ル
に
て
鷹
埋
し
∵
轡
準
〓
0
1
二
二
度
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
出
来
 
 

▼
｝
○
 
 

ゝ
T
l
 
 

構
製
茶
憩
〓
瞳
基
幣
 
粗
壁
一
▼
蛙
基
酸
を
純
ア
ル
コ
ー
ル
及
び
硫
酸
で
串
ス
≠
ル
托
し
、
骨
茨
に
て
脱
色
し
、
エ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
 
 

の
結
晶
を
得
た
 

の
熔
離
せ
る
・
も
の
は
冷
却
凝
固
す
る
時
窮
状
に
結
晶
す
る
。
 
 

此
の
立
チ
ル
エ
…
ス
チ
汁
を
鹸
化
し
‥
酸
に
て
分
解
し
て
得
た
る
辞
離
酸
は
、
叫
二
車
七
－
－
⊥
二
六
二
二
度
の
融
鮎
を
示
す
。
 
 

豪
華
逼
塞
酸
急
最
〓
療
基
酸
岸
の
混
融
鮎
∴
′
台
木
攣
惑
基
酸
ゑ
農
二
親
基
酸
の
中
予
木
蝋
三
城
基
酸
に
近
き
鰍
鮎
針
有
 
 

す
る
出
¢
“
C
儀
謬
舶
）
苧
わ
①
㌣
辟
産
め
混
剛
鮎
潜
斌
験
せ
る
に
、
、
エ
チ
ル
ス
テ
ん
め
場
令
に
は
、
六
〇
こ
州
 
－
 
六
〇
・
八
鹿
を
示
し
、
 
 

総
は
其
の
癖
御
せ
、
る
展
の
ほ
繚
却
凝
閲
す
忍
特
繊
細
＆
拘
肪
結
晶
形
を
示
し
た
盛
逸
酪
酸
の
場
今
に
あ
隼
て
ノ
は
二
二
大
・
キ
ト
 
 

光
戚
温
挺
基
酸
押
紙
成
隠
鏡
て
 
 

（
二
五
九
）
 
」
ハ
七
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郊
十
四
巻
 

（
三
ハ
○
）
 
六
八
 
 

＝
石
・
〇
度
を
示
し
た
。
即
輌
者
の
場
合
と
も
融
感
の
降
下
を
認
め
ぬ
。
故
に
木
蝋
二
塾
基
酸
は
H
O
陀
C
（
C
詳
）
冒
C
O
誌
 
 

な
る
組
成
を
有
す
る
も
の
と
決
定
し
た
。
 
 

合
成
二
望
基
酸
の
融
態
由
也
本
誌
、
七
三
質
記
載
の
る
の
の
紙
報
と
し
で
次
の
も
の
（
工
柴
化
拳
雑
誌
、
阻
和
十
初
年
、
範
囲
 
 

十
二
編
二
 

H
O
帖
C
（
C
H
㌣
㌻
C
O
N
＃
 
 
 

霹
q
N
9
C
（
C
詳
）
皆
C
O
柏
C
u
H
研
 
 

五
胡
C
O
拍
C
（
C
H
こ
営
C
O
P
C
H
関
 
 

H
O
沌
C
（
C
H
こ
N
柑
C
O
N
H
 
 
 

H
研
C
町
d
柑
C
（
C
H
こ
針
C
O
匝
C
は
霹
 

H
∽
C
O
N
C
（
C
H
∴
訂
C
O
N
C
H
関
 
 

一
袋
．
？
′
－
持
り
．
－
。
C
 
 
 

望
．
？
イ
二
巴
．
璧
 
C
 
 
 

ヨ
●
○
～
ヨ
．
雫
C
 
 
 

－
滅
．
？
～
－
当
．
－
。
C
 
 
 

思
．
甲
ノ
∴
血
中
1
0
C
 
 
 

U
由
．
〇
～
り
加
．
N
。
C
 
 

（
昭
和
十
四
年
五
月
）
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